
1 │ 趣旨説明

　比
較
思
想
学
会
第
四
十
五
回
大
会
（
於
日
本
大
学
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
は
、
身
体
論
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
現
代
に
お
け
る
瞑
想
・
祈

り
・
労
働
の
意
義
な
ど
に
着
目
し
つ
つ
、
身
体
を
多
角
的
に
考
察
す
る
べ

く
副
題
を
添
え
た
。
基
調
講
演
に
お
い
て
、
木
村
清
孝
先
生
は
「
修
行
と

身
体

│
仏
教
の
思
想
を
手
が
か
り
と
し
て
」
と
題
し
て
、
仏
教
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
東
洋
思
想
を
俯
瞰
し
た
立
場
か
ら
修
行
と
身
体
の
関
係
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
、
近
代
以
降
の
意
識
と
身
体
と
い
う
二
元
論
的
構
造
を

超
え
た
修
行
と
い
う
場
か
ら
の
考
察
が
試
み
ら
れ
た
。

　さ
ら
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
神
道
と
い
う
三

分
野
の
研
究
者
の
視
点
か
ら
、
思
弁
的
神
秘
主
義
、
東
洋
的
伝
統
に
お
け

る
修
行
法
、
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
心
身
統
合
な
ど
の
側
面
を
巡
っ
て
比
較
思

想
論
的
見
地
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
具
体
的
な
キ
ー
・
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
は
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
、
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
、
無
著
（
ア

サ
ン
ガ
）、
玉
城
康
四
郞
、
山
崎
闇
斎
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　身
体
論
と
言
え
ば
、
湯
浅
泰
雄
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
『
身
体

│
東

洋
的
身
心
論
の
試
み
』（
創
文
社
）
は
、
後
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と
し
て
英
訳
さ
れ
た
。
現
在
の
『
身
体
論

│
東
洋
的
心
身
論
と
現
代
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
は
、
英
訳
す
る
際
に

手
が
加
え
ら
れ
た
部
分
を
忠
実
に
伝
え
る
た
め
に
英
語
版
に
基
づ
い
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
東
洋
思
想
に
お
け
る
身
体
論
の
み
な
ら

ず
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
や
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
視
点
か
ら
、
東
洋
的
身
体
論

の
現
代
的
意
義
が
比
較
思
想
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
。
本
書
は
東
洋
的

な
身
体
論
の
先
駆
的
著
作
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、「
市
川
身
体

論
」
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
市
川
浩
に
よ
る
『
精
神
と
し
て
の
身
体
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
）
や
『〈
身
〉
の
構
造

│
身
体
論
を
超
え
て
』（
講

談
社
学
術
文
庫
）
な
ど
に
お
い
て
、
独
自
の
身
体
論
が
試
み
ら
れ
、
特
に

「
身
」
な
ど
の
日
本
語
の
表
現
を
用
い
て
考
察
が
掘
り
下
げ
ら
れ
て
き
た
。

　現
代
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
「
心
の
時
代
」
と
唱
え
ら
れ
て
久
し
い
が
、

〈
特
集
１
　
身
体
論

│
現
代
に
お
け
る
瞑
想
・
祈
り
・
労
働
の
意
義
を
求
め
て
〉

合
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│
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り
、
学
問
と
行
道
の
両
面
に
わ
た
り
薫
陶
を
受
け
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

玉
城
先
生
は
全
人
格
的
思
惟
と
い
う
独
自
の
表
現
を
用
い
て
、
一
般
的
な

対
象
的
思
惟
と
の
二
つ
の
思
惟
の
あ
り
方
を
追
求
さ
れ
、
ご
自
身
も
全
人

格
的
思
惟
を
実
践
し
つ
つ
思
索
を
深
化
さ
せ
て
き
た
。
比
較
思
想
の
視
点

か
ら
も
、
全
人
格
的
思
惟
に
関
す
る
多
く
の
論
考
を
残
さ
れ
、
そ
の
成
果

は
『
比
較
思
想
論
究
』（
講
談
社
）
と
い
う
大
部
な
著
作
に
集
大
成
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
玉
城
先
生
は
、
東
京
大
学
、
東
北
大
学
の
教
授
を
経
て
、

本
年
度
の
大
会
開
催
会
場
と
な
っ
た
日
本
大
学
文
理
学
部
で
長
く
教
壇
に

立
た
れ
た
経
緯
も
あ
り
、
先
生
の
業
績
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
身
体
論
や

修
行
論
に
関
し
て
改
め
て
顧
み
る
機
会
と
し
た
。

　玉
城
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
全
人
格
的
思
惟
は
、
身
体
を
含
め
た
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
営
み
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
禅
定
や
冥
想
と
換
言
し
得
る

が
、
よ
り
広
い
観
点
で
は
キ
リ
ス
ト
教
や
神
道
に
お
け
る
黙
想
や
祈
り
と

い
う
行
為
と
も
深
く
関
連
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
に
お

け
る
身
体
観
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
瞑
想
や
祈
り
の
意
義
を
現
代
的
な
視
座

か
ら
考
察
で
き
れ
ば
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

　二
十
世
紀
に
お
け
る
「
心
の
時
代
」
は
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
「
心

身
統
合
の
時
代
」
へ
と
進
展
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
心
身
統
合
の
前
提
と
し
て
、
心
と
切
り
離
さ
れ
た
身
体
で
は
な
く
、

全
人
格
的
営
み
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
身
体
を
比
較
思
想
の
観
点
か
ら

探
求
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
ご
う
だ
・
ひ
で
ゆ
き
、
仏
教
学
、
日
本
大
学
教
授
）

そ
の
一
方
に
お
い
て
身
体
論
の
視
点
、
強
い
て
言
え
ば
、
身
体
も
含
ん
だ

全
人
格
的
な
観
点
が
一
層
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り
、
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
心
理

学
（
身
体
心
理
学
）
や
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
医
学
の
分
野
で
も
、
関
心
の
高

ま
り
が
看
取
さ
れ
る
し
、
関
連
分
野
に
お
け
る
動
向
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
身
体
か
ら
心
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
知
見
か
ら
語
り
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
、

東
洋
的
な
身
心
一
如
の
思
想
、「
非
脳
」
の
身
体
的
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
観
点
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
視
座
に
基
づ
く
東
西
の
さ
ま
ざ
ま
な
身

体
技
法
（
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
）
が
国
内
で
も
紹
介
さ
れ
、
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　例
え
ば
、
仏
教
の
八
正
道
の
一
要
素
で
あ
る
念
（sati

）
や
止
観

（sam
atha-vipassanā

）
に
依
拠
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
宗
教
色
を

排
除
す
る
方
向
で
構
成
さ
れ
たM

BSR

（M
indfulness-Based Stress 

Reduction

）
と
呼
称
さ
れ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
ス
ト
レ
ス
低
減
療
法

も
そ
の
一
端
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
関
連
す
る
学
会
や
協
会
が
設

立
さ
れ
る
一
方
、
世
界
的
な
企
業
の
社
員
教
育
な
ど
に
も
導
入
さ
れ
て
い

る
。
ブ
ッ
ダ
以
来
の
冥
想
（
瞑
想
）
の
伝
統
は
、
脳
科
学
の
急
速
な
発
展

に
よ
る
実
証
的
研
究
と
い
う
背
景
も
踏
ま
え
た
上
で
、
現
代
で
も
脈
々
と

継
承
さ
れ
て
い
る
現
実
は
看
過
で
き
な
い
。

　さ
ら
に
、
今
回
、
こ
の
身
体
論
と
い
う
テ
ー
マ
を
選
定
す
る
に
際
し
て

は
、
本
学
会
の
第
二
代
会
長
で
あ
っ
た
玉
城
康
四
郞
先
生
の
業
績
を
再
検

討
し
た
い
と
い
う
意
図
も
伏
在
し
て
い
た
。
基
調
講
演
者
で
あ
る
木
村
先

生
は
、
玉
城
先
生
と
の
法
縁
が
深
い
。
ま
た
、
筆
者
自
身
も
長
き
に
わ
た


